
 

 

 

   あいちトリエンナーレ2016 は創造と旅がテーマである。モーツァルトほど、このテーマにしっ
くりする音楽家はいない。 
　会期中には愛知芸術文化センターでモーツァルトのオペラ《魔笛》が上演される。 
　アマデウス（神に愛された）とも呼ばれた、ウォルフガング・モーツァルト（ 1756ー1791  ）が作
曲や演奏活動をしていた 18 世紀の後半は王権や教会が支配的だった社会が、市民主体の社会に移
行していった時代である。彼が 35 歳で夭逝した 1791 年は、ヨーロッパのみならず、全世界に衝
撃を与えたフランス革命、言わば市民革命の真っ只中であった。このような激動の時代にあって、
彼はどのように生きていたか.。一言で言えば、音楽の仕事を求めてヨーロッパ中をツアーしていた。
出身地のオーストリアのザルツブルグを出発点に、王族や貴族たちが音楽をサポートする大都市で
あるフランスのパリ、英国のロンドンへ、さらには都市国家が連立するイタリアのミラノ、ローマ、
ナポリなど。ドイツ各地での滞在を経て、最終的にはウィーンに移る。彼はドイツ語を母国語とし
ながらも、旅を続ける中で外国語を使いこなし、イタリア語も堪能であった。若きモーツァルトは
旅の先々で人と出会い、師と仰ぎ、教えを請い、実験を積み重ね、軽やかに進化を続けた。ドイツ
音楽的なものがイタリア音楽的なものと混じりあい、さらにはフランス音楽的なものが加わる。こ
うして、変化に満ち、誰にでも親しまれるモーツァルトらしい楽曲が多く生みだされていった。 
今回のコンサートでは、彼の音楽に、旅と出会い、そして別れの風景を重ねあわせてみたい。 

2016 年 8 月 31 日（水）18 時 開演 

会場：ミッドランドスクエア アトリウム 
〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅 4-7-1 

あいちトリエンナーレ2016関連イベントコンサート  
旅するモーツァルト  

あいちトリエンナーレ 2016  
テーマ：虹のキャラヴァンサライ 創造する人間の旅Homo Faber: A Rainbow Caravan 
芸術監督：港千尋 
会期：2016 年 8月 11 日（木・祝）ー10月 23 日（日）［74日間］ 
主な会場：愛知芸術文化センター、名古屋市美術館、名古屋市内のまちなか、豊橋市内のまちなか、岡崎市内のまちなか 
主催：あいちトリエンナーレ実行委員会 
 
あいちトリエンナーレ 2016 プロデュースオペラ 
W.A.モーツァルト作曲『魔笛』 （全 2幕・ドイツ語上演・日本語字幕付き・日本語ナレーション） 
公演日時： 2016 年 9月 17 日（土）、19日（月・祝）各日 15:00 開演 
会場： 愛知県芸術劇場 大ホール 
指揮： ガエタノ・デスピノーサ 
演出・美術・照明・衣裳：勅使川原 三郎 
［チケットのお問合せ］ 
クラシック名古屋（10:00～17:00／日祝休み）TEL. 052-678-5310 
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第 1部（愛知県立芸術大学在学生による）  ◆パリへの旅‒幼少期と青年期  
♪ヴァイオリン・ソナタ ニ長調 K7 より ♪ヴァイオリン・ソナタ イ短調 K304 

第２部（名古屋音楽大学在学生による）  ◆パリのモーツァルト 
♪フルート四重奏曲 ニ長調 KV285 より 

◆トルコへの憧れ                 ◆プラハでの熱狂 Part1 
♪トルコ行進曲 KV285 ♪歌劇《後宮からの誘拐》K384 より序曲  ♪フィガロ・ファンタジー（歌劇《フィガロの結婚》に基づくフルート四重奏の為の幻想曲） 

第３部（名古屋芸術大学在学生による）  ◆プラハでの熱狂 Part2 
♪歌劇《ドン・ジョヴァンニ》K527 より ドン・ジョヴァンニとツェルリーナの二重唱〈お手をどうぞ〉 

◆旅の終焉～《魔笛》 
 

おはなし：中村ゆかり あいちトリエンナーレ実行委員会事務局
〒461–8525 愛知県名古屋市東区東桜1–13–2 愛知芸術文化センター
Aichi Triennale Office

1–13–2 Higashisakura, Higashi-ku, Nagoya, Aichi 461–8525, Japan


